
APPROPRIATE  AGRICULTURE  INTERNATIONAL CO., LTD

＜第 83 号＞2013 年 11 月 1 日 

1 

国 際 耕 種 株 式 会 社          

〒194-0013 東京都町田市原町田 1-2-3 アーベイン平本 403

TEL/FAX ： 042-725-6250   E-mail ： aai@koushu.co.jp  

Home Page： http://www.koushu.co.jp 

AAINewsAAINews
野菜マーケティング研修手法の取り組み～ 
JICA 筑波での挑戦 

開発途上地域では農産物の生産性向上の技術情報

が少ない。さらに収入を向上させるマーケットニーズに

対応した生産が期待されているものの、農家に対して十

分かつ適正な生産技術、市場を見据えた営農指導を

行う普及員等の育成が十分なされているとは言い難い

ため、指導的な役割を担える人材の育成が早急に望ま

れている。この様な背景の下、JICA 筑波における集団研

修「小農支援のための野菜栽培技術」コースに、「マーケ

ティング手法」の研修が加えられ、本年がその 1 年目となる。

これまでの取り組みについて紹介する。 

来日直後のオリエンテェーションで、日本の野菜栽培

技術は市場ニーズを見据えた技術であり、多様な顧客

ニーズに応える農産物を提供し、持続的営農を支える

技術であることを説

明した。また、各科

野菜の栽培技術習

得を促すと共に、市

場ニーズに対しどの

様 に適 正技術 を開

発してきたかを伝え、

その例を見せるため

に、研修には大手ス

ーパーでの野 菜 販

売実態調査を含めた。 

研修員はキャベツ、バレイショ、トマトの植え付けを終

えた 4 月から産地視察を行い、栽培技術と共に、農協

の集出荷部門が担っている鮮度保持、販売、マーケテ

ィングについて理解を深めた。次に主な流通先である

公 設 市場の視 察 を

行い、消費者までの

物流に係る機能と役

割、安心・安全な農

産物を供給するため

の衛生検査等につ

いて理解を深めた。

また、販売チャンネ

ルの一つである直売

場も視察し、品揃え、

値付け、包装やポッ

プ等の販売促進手法について学んだ。 

集団研修「小農支援のための野菜栽培技術」コースは、

野菜栽培技術について播種から収穫まで、講義や実習

を通じて理解・習得し、市場ニーズの把握、流通、価格

設定、販売、農家経営の方法などについても学びなが

ら、自国での適用を考えるという構成にしている。マーケ

ティングについては、講義や視察を通じて、基本的なこ

とを伝えることはできるものの、野菜を栽培・販売したこと

の経験が少ない、普及員や研究者、行政官達にとって

は、頭の中だけでの理解にとどまりがちと考え、より実感

の伴った学びの提供として「直売実習」を行った。 

直売のキャベツ、バレイショ、タマネギ、スイートコーン、

トマトは全て研修員が作った野菜で、実習は量的に十

分な 6 月下旬とした。研修員を 3 グループに分け、担当

野菜の生産原価を計算し、公設市場での値動きを確認

した上で直売価格を決定、野菜の重さを計って販売単

位ごとに包装をし、販売促進のために野菜の特徴を説

明したポップづくりや展示準備も行い、「お客さん」に自

分たちが育てた野菜についてのセールストークができる

よう、栽培方法や調理法についても事前に調べてメモを

作り、販売練習もして準備を行った。 

研修員からは「安

全な野菜を求める消

費者の視点を知る事

ができた」「試験研究

が自 分 の主 な業 務

だが、生産者の利益

に結びつく野菜生産

技術の開発には消

費 者 ニーズの把 握

が大切と感じた」「生

産 原 価 の 計 算 と 売

値の設定方法は、自分の業務に役立つ」など、直売自

習後、たくさんの学びの声が聞かれた。 

取り組みの最後として、途上国で現在実施中の当社

関連技プロでのマーケティング関連活動の事例紹介を

行い、マーケティングコンセプトである 4P (Product, Place, 
Price and Promotion) のフレームを使って事例を分析さ

せた。この活動を通して研修員達は、農家収入を向上

させる自国のマーケットニーズに対応した野菜栽培技

術の開発と、生産の

前 後 に 関 係 する情

報 収 集 と販 売 促 進

活 動 について理 解

を深めることが出来

た。帰国後の研修員

が 4P の視点をバラ

ンス良く使い、指導

的役割を日常業務

で担うことを期待す

る。          

 (2013 年 11 月長谷川) 

 

野菜販売実態調査 

神戸市公設市場 

赤ポロシャツで集客、トマト販売促進

4P によるプロジェクト事例の分析 
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環境教育の現場から ＜その５＞ 

キープ協会 

キープ協会の環境教育事業 

キープ協会では 1983 年頃から環境教育事業を開

始し、現在ではやまねミュージアムや八ヶ岳自然ふれ

あいセンターの管理運営、キープ自然学校における

自然体験プログラムの実施、フォレスターズ・スクール

による指導者育成等を行っている。 

「森の入口」として 

ふれあいセンターには八ヶ岳の自然や文化につい

て、遊びながら学べるように工夫された展示やプログ

ラムが数多くある。ここではまず、来館者に森に興味

を持ってもらうように、文字通り「森の入口」になること

をめざしている。こうした「入口」に加えて、さらにステ

ップアップをめざして、宿泊と組合せたさまざまな有

料プログラム（やまね学校、森療時間、森を楽しむ週

末実習隊など）も用意されている。 

企業や学校との連携 

このようなさまざまなプログラムのほかに、いわば

“オーダーメイド”型として、企業や学校向けにプログ

ラムを組み立てることもある。企業との連携は社員ボ

ランティアや社会貢献あるいは社員研修の一環とし

ても行われ、また学校との連携は、自然体験学習や

林間学校として行われている。 

このような連携プログラム実施の際に重要な点は、

事前打ち合わせを密にして目的を明確にし、それに

沿ったプログラムを組み立てることである。さらに、事

後プログラムによるフォローによって効果を上げる、あ

るいは行動につなげることも大切である。『事後学習』

として学校へ出前授業に出かける場合もある。 

                                

人材育成事業 

キープ協会ではこうしたさまざまな環境教育プログ

ラムの実施に加えて、その実施に関わる指導者の育

成にも努めている。『指導者』は役者（インタープリタ

ー）、脚本家（企画者）、プロデューサー（事業管理者）

に大別され、参加型ワークショップ形式で研修が行わ

れる。 

さらにこうした指導者養成研修に加えて、将来の指導

者を養成するために、インターンとして研修生を受け

入れ、約１年間にわたる OJT によって人材育成するこ

とも行っている。 

「伝える」ためのインタープリテーション 

キープ協会の自然観察会は、「この鳥の名前は○

○です」というように種名を教えるだけの参加者受け

身型ではなく、参加者が五感を生かし、自身の体験

でもって、自然の面白さや不思議さや自然との付き

合い方を学ぶ場をつくることをめざしている。そしてそ

れによって、参加者が環境問題を認識し、解決する

ための入口として、何らかの気づきを得て、行動につ

ながるきっかけを提供することにもつながる。 

したがってインタープリターは、参加者の発見や感

動に共感しながら、単なる体験で終わらせずにメッセ

ージを参加者の心に届けることが求められる。そのた

めには、単なる自然のガイド役ではなく、「自然と人」

「人と人をつなぐ」役割を担うためのコミュニケーショ

ン・スキルを有するインタープリターが必要である。キ

ープ協会はその組織運営を通じて、そうした人材の

育成をもめざしている。 

「知ることは感じることの半分も重要ではない」 
～『センス・オブ・ワンダー』より～ 

 

  八ヶ岳自然ふれあいセンター入口      森に親しむガイド・ウォーク           インタープリター養成研修の様子 
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中米帰国研修員活動調査報告 ＜その３＞ 

中米帰国研修員活動調査報告の第三報として、今

回はニカラグアで訪問した 4 名の帰国研修員について

報告する。 

レオネル氏 2006 年野菜栽培技術Ⅱ 

レオネル氏は農業技術試験場（INTA）所属の研究員

であり、本邦研修ではバレイショの試験研究を実施した。

帰国後はアクションプランの実施に意欲的であったが、

試験場の大幅な予算の削減でアクションプランはおろ

か通常業務の維持も難しくなった。彼はその状況に嫌

気がさし、2007 年末に INTA を辞め、農業資材会社へ

転職した。試験場の仕事は好きだったのでとても残念だ

ったとのことであったが、本邦研修で学んだことは、現職

にも活かされていた。現職では農家へ資材を販売する

際の技術指導を行っており、土壌分析に基づいた施肥

設計、栽培管理、病害虫防除へのアドバイスなどは本

邦研修で学んだことが基本になっているとのことであっ

た。 

彼は立場が公から民へ変わったケースであるが、本

邦研修の経験が同国の農業の発展に活かされているの

を感じることができた。 

この日、夕食を自宅でご馳走になったが、本邦研修

時代の写真を見せ、思い出を話してくれた。子供たちは

片言の日本語で挨拶もしてくれた。彼は本当に日本が

好きなのだと肌で感じることができた。 

ニカラグア国立自治大学レオン校（UNAN-Leon） 

当大学からは 2007 年から継続して、3 名の研修員を

受け入れた。ミゲル氏、ホルヘ氏、アドリアン氏は同じ農

業生態学研究室所属の教員であり、150 人程度の学生

を受け持っている。 

3 名は協力して試験研究を行っており、薫炭器や土壌

蒸気消毒機の自作、病害虫防除のためのバンカープラ

ンツや整枝誘引試験の実施、また品種比較試験に本

邦研修での経験が活かされていた。 

本邦研修では様々な種類の共通実験を行ったことが

特に良い経験だったとのことである。大学は教育も調査

研究も行うことから、どのように試験を組み立て、結果を

どう評価するか、またそれを如何に学生に伝えるかが重

要であり、共通実験・個別実験を通じて、新たな視点を

得ることができたとのことであった。 

現在彼らが力を入れているのは、トマトの育苗試験で

ある。現地では本葉 3 枚程度の若苗を本圃に定植する

のが慣行法であるが、日本では一番花開花程度の大苗

を定植していたことに着目し、大苗を作ることによって作

期の拡大を図ろうという計画である。すでに育苗に適し

た培土の作成には着手している。しかしながら現地には

大苗育苗に適したポット資材がなく、現在は果樹育苗に

使うビニールを使っているが、根鉢が巻く前に壊れてし

まうことから、育苗ポットの代替品が課題となっている。こ

うした小さな障害で活動が停滞しないように、帰国後の

研修員を支援できる体制が必要ではないかと感じてい

る。 

 このように、試験研究と教育活動を同時に行える大学

という環境では、本邦研修で得られた経験を積極的か

つ効率的に活用できるようである。加えて、彼らの活動

の最終裨益者は将来現地の農業やその関連分野に携

わる若者であることから、その波及効果は高いと考えら

れる。また UNAN-Leon のケースでは、3 名が協力して

本邦研修の活用を検討しており、それが高い成果をあ

げていた。これは研修スキーム内で同じ所属先/関係機

関に研修員を集中させることが、より効率的に研修成果

を発揮させる手段になり得ると考えられた。 

 

 

 

 

レオネル氏（中

央）と日本好き

の 家 族 。 長 男

（ 左 ） は い つ か

自 分 も 日 本 に

行きたいと目を

輝かせていた。

右は報告者。 自作の薫炭器

（ 左 ） は ドラ ム

缶 で 作 成 し

た 。薫 炭 は育

苗培土に混ぜ

て使用する。 

 

土壌消毒機（右）

は左の青い缶に

土 壌 を 入 れ 、 右

手前の黒い缶で

湯 を 沸 か し 蒸 気

をパイプで送る。

UNAN の 3 名の

創意工夫には目

を見張る。 
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